
令和 4 年 8 月 16 日（火）から 8 月 31 日（水）まで、生涯学習センター オープンギャラリー

壁面にて、戦時中の食をテーマとした「杉戸町平和企画展」を開催しました。 

 会場には、公益財団法人 味の素食の文化センターにご協力いただき、戦時中の食にまつわる

写真や雑誌資料をまとめたパネル約 20 点を展示しました。 

 

 また、今年も町立図書館と連携し、展示テーマに沿った図書の特設コーナーを設置しました。 

 

 杉戸町平和企画展は毎年テーマを変え、様々な視点から戦争の悲惨さや平和の尊さを考える場

となるよう開催しております。今回は、戦時中食べ物が十分に手に入らなかった時代に、限られ

た食料で命をつなごうとした人々の知恵や工夫を通じて、戦争が私たちの生活に与える大きな影

響、そして当たり前に食事ができる日常は当たり前ではないということを改めて考えていただく

機会として企画いたしました。 

 

 

主催／杉戸町・杉戸町教育委員会 

共催／杉戸町国際交流協会 

後援／学校法人昌平学園 昌平中学校・高等学校 

協力／公益財団法人 味の素食の文化センター 

 

 

■ オープン展示［入場無料］ 

期間 8 月 16 日（火）～31 日（水） 

   生涯学習センター開館日のみ ※最終日は 17 時まで 

場所 生涯学習センター オープンギャラリー壁面 

内容 戦時中の食に関するパネル展示 

 

■ 図書館同日企画（本で知る 私たちの食と平和）［入場無料］ 

期間 8 月 16 日（火）～31 日（水） 

   町立図書館開館日のみ ※最終日は 17 時まで 

場所 杉戸町立図書館内特設コーナー 

内容 戦時中の食に関連する書籍の特設コーナー 

 

※新型コロナウイルス感染予防の観点から、今年も展示のみの実施としました。 

 

 

 

 

 





1 

 

令和４年度 杉戸町平和企画展 

「私たちの食と平和～命をつないだ知恵料理～」 

来場者アンケート集計結果 

開催期間：令和 4 年 8 月 16 日（火）～ 31 日（水）  

開催場所：生涯学習センター オープンギャラリー壁面 

アンケート回収数：25 枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉戸町 22、春日部市 1、久喜市 1、福島県富岡町 1 

 

10 歳代：3、20 歳代：3、30 歳代：3、 

40 歳代：4、50 歳代：5、60 歳代：2、70 歳代：4、80 歳以上：1 
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広報すぎと：8、杉戸町ホームページ：6、新聞等のマスコミ報道：4、 

偶然開催していた：2 企画した：1、国際交流協会：1、息子に聞いて：1、 

ポスター掲示・チラシ：1 

 

参考になった 24、普通 1 
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その他、今回の平和企画展に対する感想・意見等（抜粋） 

・ ワクチン接種会場で開催するというアイデアが素晴らしい 

・ 夏休みの宿題に役立った 

・ 戦時中は遠い昔に感じていたが、限られた食材でも美味しい料理を食べた

いという気持ちは今でも共通なので、身近に感じることができた。昆虫食

や野草食などは逆に現代では YouTube でバズりそう 

・ 『料理の友』は子どもの頃見たことがあります。『糧友』は知りませんでし

た。何れにしても不幸な時代でした。 

・ ちむどんどんでみた代用食の展示があり興味がわきました。 

・ 避難所生活を経験した際に当たり前の生活のありがたさを実感したが、そ

れを奪うことが人的要因ではあってはならない。 

・ たくさんの字を読むのは少し厳しいものがありましたが、大変な時代の食

の様子を知り考える良い機会ですね。「はじめに」と「おわりに」の言葉が

それ以上に良かったです。 

 

疑問点・要望 

・ 内容はいいが、展示スペースのワクチン接種会場・子育て支援センターと

の兼ね合いがあり、展示に集中しづらい。複合施設でいいので展示を静か

に見られるスペースが欲しい 

・ 豊かな時代に戦時中の食生活を改めて思う企画です。限られたスペースの

展示にご苦労がうかがわれます。掲載内容が多くて文字が読みにくいのが

残念でした。 

・ 実際に作って食べてみるような展示があったら良かった。 
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会場の様子 

図書館同日企画 

の様子 


